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一般財団法人 LINEみらい財団との連携による 

小・中学校教育への「GIGAワークブックあなん」の導入 

 

LINE みらい財団は、LINE 株式会社により設立された一般財団法人であり、LINE 株式会

社のこれまでの一連の教育活動から得られた知見やノウハウを LINE個社の CSR活動にとど

まらず広く社会に還元し、より広域的・永続的な活動とするため設立されました。 

令和４年８月１日、LINEみらい財団と本市との間で覚書を締結し、同財団が開発した活

用型情報モラル教材「GIGAワークブックあなん」を小・中学校教育に導入します。 

なお、こうした取組は県内自治体では初となっています。 

 

【目的】 

インターネットが社会基盤となっている状況において、小・中学生にも LINEや Twitter、

Instagram 等の SNS が急速に浸透する中で、子どもたちがそれらを介した誹謗中傷やいじ

め、高額課金などといったトラブルに巻き込まれる可能性が高まっています。 

本市においては、子どもたちがインターネットの特性や問題点を理解し、上手に活用で

きるようになるとともに、トラブルが起きた場合の対応を自ら考えることができるよう、

早期からの情報モラル教育が必要であると考え、「GIGA ワークブックあなん」を導入する

こととしました。 
  

【提供を受ける教材】 

対象年齢別の「GIGAワークブックあなん」を電子データにより提供を受け、各児童・生

徒に配布されているタブレット端末にて閲覧できるようにします。 
 

・スタンダード版（小学校高学年（４～６年生）対象） 

・ビギナー版（小学校低学年（１～３年生）対象） 

・アドバンスド版（中学校対象） 
 

【導入時期】 

 スタンダード版については、令和４年１１月頃の導入を予定しています。 

 ビギナー版、アドバンスド版については、LINEみらい財団から提供を受け次第、随時導

入することとし、今年度中の導入を予定しています。 

 

 

                    問い合わせは 学校教育課（☎２２－３３９０）へ 


